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    マニラ日本人会 2019年 7 月理事会議事録 

 

  日  時：2019 年 7 月 23 日（火） 12 時～12 時 45 分 

  場  所：日本人会 22 階 Ａ会議室 

  出 席 者：清水光彦（会長）、鈴木 知（副会長）、位田浩和（副 

            会長）、小島大助（財務理事）、細谷明宏（総務理事）、  

            家田昌彦（監事）、多胡直人、森山倫行、中川一也、 

      高野誠司、山岸雄一、岡本和典（各理事） 

 上杉啓明、岡村博司、高橋昌幸、石原孝志、 

 和田義郎、岡川知行、藤田弘通、 南良 勉、 

 戸塚 真 （各推薦理事） 

 

  オブザーバー：  

     ＜在比日本国大使館＞桑原公使・総領事、宇田川参事官 

     

冒頭、本日が最初の理事会出席となる南良推薦理事と戸塚推薦理

事より挨拶があった。 

            

  議 事 

I． 協議事項 

１．6 月理事会の議事録について 

異議なく承認された。 

 

２．委員会人事 

清水会長より 2019年 6月 26日付け委員会担当人事について報告

があり了承された。 
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３．7 月新入・退会会員について 

事務局から以下のとおり報告があり、異議なく承認された。    

 

＊入会個人会員（6 件） 

中野優（大使館）、阿久根吉久（AZ Contracting System Service, 

Inc.）、恵美達也（JSW Plastic Machinery (Philippines) Inc.）、

岡山真次（ JFE Engineering Corp.）、牛島英史（ Hitachi 

Construction Machinery Asia and Pacific Pte. Ltd. Philippine 

Branch）、ウエルステイード 絵美 

 

＊賛助会員（1 件） 

ゾリグト・ホンゴル（三菱商事マニラ支店） 

 

＊退会個人会員 （5 件） 

春本清嗣、西丸宗（以上 JICA）、河内俊夫（大使館）、田部真史（ADB）、

山本陽之（KPMG R.G. Manabat & Co.） 

 

以上の入退会承認後の会員数は、法人会員 388 件、個人会員 

643 件、賛助会員 17 件、合計 1,048 件、世帯数は 2,651 ある。 

 

３．2020 年度理事選挙 

細谷総務理事より2020年度(2019年10月～2020年9月)理事 選

挙について以下のとおり提案があり、理事会はこれを承認した。 
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 日程： 

    8 月    2 日（金）  選挙告示。 

       6 日（火）  投票開始。 

   9 月    5 日 （木）   12 時投票締切、午後 1 時～開票、 

                         新理事決定。 

         6 日（金）  選挙結果告示。 

         24 日（火）  9 月定例理事会開催。 

               終了後、新理事による臨時理事会

開催、互選にて新会長決定。 

                            

 選挙管理委員会：  委員長：細谷総務理事 

                      委 員：山岸理事、岡本理事、 

 

II. 大使館からの連絡事項 

桑原公使からの報告。 

①6 月 29 日、マニラ大司教区主催の高山右近像設置式及び記念マ

ーカー除幕式が執り行われ，羽田大使が出席した。  

②7 月 16 日、日本国外務省は、令和元年度外務大臣表彰の受賞者

を発表した。フィリピンにおいては、フィリピン船舶職員部員組

合（AMOSUP）及び日比船員配乗代理店協会（PJMCC）の 2 団

体が受賞した。 

③経済協力関係では，例えば，7 月 9 日にミンダナオ島タゴロア

ンにおいて「洪水リスク管理事業（タゴロアン川）」に関する竣工

式が開催され，比政府からはビリヤール公共事業道路大臣、日本

側からは羽田大使が出席した。詳細やその他の案件については、

大使館ホームページを参照いただきたい。 
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宇田川参事官からの報告 

①参議院議員通常選挙にともなう在外選挙が 7 月 5 日から 15 日

にかけて在フィリピン日本大使館で行われた。 

②7月 17日、領事メールで台風 5号に関する注意情報を発出した。 

7 月 22 日、領事メールでデング熱に関する感染症情報を発出した。 

デング熱は、フィリピン全土で流行しており、感染者数が昨年同

時期に比べ 85％増加し、11 万人を超えたとのことで、フィリピ

ン保健省は 7 月 15 日に全国に警告宣言を発出している。 

万が一発症した場合は、早期に医療機関を受診、適切な治療を受

けてください。 

③7 月 21 日バギオにおいて北ルソン比日友好協会主催戦没者慰

霊献花式が行われた。式には、羽田大使、バギオ市長、カルロス

寺岡北ルソン比日友好協会理事長他 300 名の出席があった。 

同日の午後、羽田大使は、セントルイス大学講堂において、小国

秀宣・北ルソン日本人会会長に対する在外公館長表彰を行った。

小国秀宣氏は 2007 年からバギオ市において「北ルソン日本人会」 

の初代会長として、フィリピンと日本の友好親善のために「バギ

オ七夕祭」などの文化活動を続けている。 

 

III.  報告事項 

清水会長より、北ルソン日本人会から協力依頼をうけている、天

草市立博物館所属の「コレジヨの仲間」という古楽器アンサンブ

ルグループの演奏会が同会主催で本日午後 6 時半より聖アグステ

イン教会で行われるとの報告と、来場の案内があった。 
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１．広報委員会（高橋委員長） 

前回の広報委員会では、会報「まぶはい」の Web 化後、記事への

アクセス数が伸び悩んでいる実態を 2018 年 10 月から 2019 年 4

月のアクセス状況調査で改めて確認したことから、アクセス数の

向上について、問題提起があり、その対策を話し合い、今後の対

策として以下を決めた。 

①新刊の発行案内をメルマガで会員の登録メールアドレスに発信

する。そのために、既存会員のメールアドレスを多くの会員から

取得し、アドレス帳の整備を行う。加えて、新規入会の際にメー

ルアドレスを記載してもらい、継続的に更新を行う。 

プライマーの Web にも同様の案内を掲載してもらうなどの対策も

検討する。10 月に会員へ配布している会員名簿更新届に、メール

アドレス登録の依頼書も同封し、最新の会員のメールアドレスを

取得する。 

②9/10 月特集号（みんなが使っている日用品・食料品ラインキン

グ）を特別に印刷物で発行し、会員に発送する。その際、Ｗｅｂ

化した「まぶはい」への閲覧を促進する内容の広告文を同封する。 

発送費は 10 月の会員名簿更新届と同封し経費削減を図る。印刷

費については、9 月、10 月にまたがる為、新年度に計上する。 

 

最後に、9/10 月特集号アンケートを実施中なので理事会メンバー

の社員の皆様にもアンケートの回答に協力していただきたいとの

依頼があった。 

 

２．教育委員会（清水委員長） 

7 月 6 日に MJS フェステイバルが行われた。出席された理事に 

お礼が述べられた。 
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３．スポーツ委員会（位田委員長） 

ソフトボール大会は、8 月 19 日に組み合わせ抽選会、監督会議を

開催し、9 月 1 日（日）から予選が開始され 11 月 17 日（日）の

スポーツフィエスタで決勝が行われる。理事委員の皆様には期間

中ご足労をおかけしますが、今年も大会を盛り上げていきたいの

でご協力をお願いしたい。 

 

４．ライブラリー委員会（鈴木委員長） 

7 月 12 日に委員会を開催した。内容については添付資料の議事 

録を参照いただきたい。 

 

５．日比友好文化委員会（上杉委員長） 

日本人会文化祭について、今年使用した RCBC ホールは来年も予 

約が多く入っており、来年の 6 月 7 日（日）を仮押さえした。今 

年度の文化祭経費は会場も新しく決めた為、予算は昨年より 10 

万ペソ以上多く計上したが、担当者の尽力で昨年並みに抑えるこ 

とが出来た。削減の内訳は、RCBC 会場費の値引き、ピアノレン 

タル料もほぼ無料、什器費も業者を変更したことで昨年より安く 

なった。 

来年の予算も今年度と同様に組んでいければと考えている。 

 

６．７月実施事業、及び 8 月事業予定 （事務局） 

7 月実施事業、及び 8 月事業予定について報告があった。  

                          以上 

 

次回理事会 8 月 27 日（火）12 時～日本人会 22 階Ａ会議室                


